
令和７年度 あさひが丘地区地域運営委員会 事業報告書 

 

１ 令和７年度の目標に対する事業実施の成果 

・50 周年記念行事の実施を通じて、持続可能なコミュニティづくりに向けた取組を開始する

契機となった。 

・これまで実施してきた事業を継続するとともに、参加者及び担い手の確保につなげることが 

できた。 

 

２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用した事業 

１ 事業名 連合自治会事業の活性化（納涼大会） (14)事業中(１)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和７年８月２日 

⑵ 実施場所  あさひが丘近隣公園 

⑶  参加者数   １，２００ 人 

⑷ 主催団体  団体名  あさひが丘連合自治会  

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

多くの住民が参加できる行事として納涼大会を企画し、住民間の交流を深めた。また、そ

れらの行事の運営協力者を広く募り、あさひが丘地区内住民全体で行事を盛り上げた。 

５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的 

地域住民の高齢化が進む中、種々の行事への参加者が減少している。多様な世代の住民が 

参加・交流する納涼大会の実施内容を吟味するとともに、運営協力者も広く募り、その人た

ちの意見も取り上げて、より幅広い住民の参加による行事の活性化につなげる。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

行事を広く公募することで、協力者は 100人を超え、1,000枚用意したうちわが足らなく 

なるほどの参加者があり、団地全体で行事を盛り上げることができた。行事を通して、住民

同士のつながりが深まり、団地内の課題や解決方法について考える機会を創出した。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用した事業 

１ 事業名 連合自治会事業の活性化（運動会） (14)事業中(２)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和７年１０月５日 

⑵ 実施場所  あさひが丘近隣公園 

⑶ 参加者数   ０ 人 

⑷ 主催団体  団体名  あさひが丘連合自治会  

３ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

多くの住民が参加できる行事として運動会を企画した。また、それらの行事の運営協力者

を広く募り、あさひが丘地区内住民全体で行事を盛り上げるよう協議した。 

４ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

地域住民の高齢化が進む中、種々の行事への参加者が減少している。多様な世代の住民が

参加・交流する運動会の実施内容を吟味するとともに、運営協力者も広く募り、その人たち

の意見も取り上げて、より幅広い住民の参加による行事の活性化につなげる。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

参加賞、景品など用意したが、雨天のため中止とした。連合自治会体育部会を中心として、 

実行委員会に地域住民も参加することで、住民同士の連帯感の醸成につながり、十分に実施

内容を吟味することができた。今年度は開催に至らなかったが、来年度の十分な準備を整え

ることができた。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用した事業 

１ 事業名 連合自治会事業の活性化（とんど） (14)事業中(３)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和８年１月１１日 

⑵ 実施場所  あさひが丘近隣公園 

⑶ 参加者数   ５００ 人 

⑷ 主催団体  団体名  あさひが丘連合自治会  

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

多くの住民が参加できる行事として、また、伝統文化を継承する行事としてとんどを企画

し、住民間の交流を深めた。また、それらの行事の運営協力者を広く募り、あさひが丘地区

内住民全体で行事を盛り上げた。 

５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

地域住民の高齢化が進む中、種々の行事への参加者が減少している。多様な世代の住民が

参加・交流するとんどの実施内容を吟味するとともに、運営協力者も広く募り、その人たち

の意見も取り上げて、より幅広い住民の参加による行事の活性化につなげる。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

運動会が中止になったため、50周年記念行事の一環としての人文字作成を行った。点火前 

に人文字を作り、ドローンで撮影した。人文字の構成のために当初 250人程度の参加を見込

んでいたが、400 人以上の人が集まり大盛況であった。今事業が地域住民の交流を促進する

機会となり、地域行事への参加意欲が高まった。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用した事業 

１ 事業名 体育的事業の活性化 (14)事業中(４)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和７年４月１日 ～ 令和８年３月３１日 

⑵ 実施場所  近隣公園、日浦中学校体育館、日浦公民館、荒谷林道 

⑶ 参加者数   ４５２ 人 

⑷ 主催団体  団体名  日浦学区体育協会  

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

体育協会行事のうち、特に全住民を対象とした大会等（健康ハイク、ソフトボール大会、

ソフトバレーボール大会、ペタンク大会、グラウンドゴルフ大会、卓球大会）を企画し、住

民の健康増進に資するとともに、学区内住民間の交流を深めた。また、それらの行事の運営

協力者を広く募り、後継者の育成を行った。 

５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

地域住民の高齢化が進む中、種々の行事への参加者が減少している。多様な世代の住民が 

参加・交流できるように実施内容を吟味するとともに、運営協力者も広く募り、その人たち

の意見も取り上げて、より幅広い住民の参加による行事の活性化につなげる。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

高齢者が参加しやすい内容としたことで、多数の参加者の確保につながった。 

また、LMO ホームページへの案内の記載が幅広い住民の参加に寄与したため、住民の健康

増進に資することができ、各種目の後継者の育成に効果的であった。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用した事業 

１ 事業名 グラウンドゴルフ大会の実施 (14)事業中(５)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑵ 地域住民の健康の維持増進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和７年６月 

⑵ 実施場所  あさひが丘近隣公園 

⑶ 参加者数   ８４ 人 

⑷ 主催団体  団体名  あさひが丘さつき会、あさひが丘あやめ会  

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

現在、９月に社協及び体協の共催でグラウンドゴルフ大会が行われているが、近年、グラ

ウンドゴルフの愛好者が増えており、老人会主催で、春にも広く全住民を対象とした大会を

行った。 

５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

近年、グラウンドゴルフの愛好者のグループが多くでき、各公園で楽しんでいる。それら 

のグループ間の交流を図ることにより、より多くの高齢者がグラウンドゴルフを通して、健

康の増進や地域とのつながりを深めることができる。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

大会への参加を通して、健康維持や参加者相互の親睦を図ることができた。また、老人会 

組織の活性化に寄与した。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用した事業 

１ 事業名 百歳体操の活性化 (14)事業中(６)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑹ 地域の高齢者、障害者等への支援に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和７年４月１日～令和８年３月３１日 

⑵ 実施場所  あさひが丘自治会館、日浦学区集会所 

⑶ 参加者数   ３，５３９ 人（延べ人数） 

⑷ 主催団体  団体名  あさひが丘地区社会福祉協議会  

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

現在、月曜日の午前、午後に自治会館で、火曜日と木曜日の午前、午後に日浦学区集会所

で体操サロンを行っている。その会場費及び冷暖房費を補助した。 

５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

近年、若干、参加者が減少傾向にある。会場費及び冷暖房費を補助することにより、参加 

しやすい体制を作る。そのことにより、高齢者の健康の増進と社会参加の機会の提供を行う。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

高齢者が参加しやすい環境を整えることで、当初想定していた参加人数を大幅に上回る参 

加者の確保につながった。体操への参加を通して、高齢者の健康の増進及び社会参加の機会

の拡大を図ることができた。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用した事業 

１ 事業名 避難所開設業務への協力 (14)事業中(７)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑻ 地域の防災又は減災に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和７年４月１日～令和８年３月３１日 

⑵ 実施場所  広島市立日浦小学校 

⑶ 参加者数   １１ 人 

⑷ 主催団体  団体名  あさひが丘連合自主防災会  

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

警戒レベル 3以上の避難情報が発令された場合、広島市立日浦小学校体育館が緊急避難場

所として開設される。開設主体は広島市であるが、連合自主防災会の役員がいち早く開錠し、

受け入れ準備を行う。悪天候の中、深夜である場合も多い。その労苦に報いるため、報償費

を支給した。 

５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

あさひが丘連合自主防災会が緊急避難場所（日浦小学校）の開設を担っているが、開設協 

力者も高齢化しており、後継者の確保が課題となっている。地域内で広く協力者を募り、協

力者へ報償費を支給することにより、新たな協力者の確保及び持続可能な避難所運営体制の

整備を図る。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

9月 12日（金）3:43高齢者避難発令にともない、日浦小学校体育館避難所を開設。 

開設協力者へ電話連絡することにより、11名が体育館に集合し、避難所開設が円滑に行わ 

れた。自主防災の仕組みが機能していることが確認できた。開設協力者が確保されることで、

安心・安全なあさひが丘地区の形成に寄与した。 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用した事業 

１ 事業名 防犯パトロールの実施 (14)事業中(８)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑼ 地域の防犯に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和７年４月１日～令和８年３月３１日 

⑵ 実施場所  あさひが丘地区内全域 

⑶ 参加者数   ３６４ 人 

⑷ 主催団体  団体名  あさひが丘防犯組合連合会  

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

地域内で広く協力者を募り、あさひが丘地区内全域を対象として、定期的（月２～４回程

度）に防犯パトロールを実施した。 

５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

地域内で広く協力者を募り、あさひが丘地区内全域を対象として、定期的（月 2～4回程 

度）に防犯パトロールを実施する。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

地域内の巡回パトロール、年金支給日の ATM周辺パトロール、小学生の登下校の見守りな 

どを行うことで、安全・安心なあさひが丘地区の実現に貢献した。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用した事業 

１ 事業名 小学生の登下校の見守り (14)事業中(９)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑽ 地域の交通安全に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和７年４月１日～令和８年３月３１日 

⑵ 実施場所  あさひが丘地区内全域 

⑶ 参加者数   ２９０ 人（防犯組合連合会員を除く） 

⑷ 主催団体  団体名   交通安全協会あさひが丘支部、あさひが丘さつき会、 

 あさひが丘あやめ会、あさひが丘防犯組合連合会  

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

小学校児童の登下校の時間帯に合わせて、地域内各所に立ち、児童の登下校の安全を確保

した。また、児童への声掛けを行うことにより、児童との交流を深めるとともに交通安全指

導を行った。 

 ５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

地域内で広く協力者を募り、あさひが丘地区内全域で児童の登下校の安全を確保する。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

本事業を継続実施することで、児童の登下校の安全を確保することができ、声掛けにより 

世代間の交流が深まり、児童が安心して暮らせるあさひが丘地区の実現に寄与した。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用した事業 

１ 事業名 ボランティア活動支援事業 (14)事業中(10)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑹ 地域の高齢者、障害者等への支援に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和７年４月１日～令和８年３月３１日 

⑵ 実施場所  あさひが丘地区内全域 

⑶ 参加者数   １１５ 人 

⑷ 主催団体  団体名  あさひが丘地区社会福祉協議会  

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

地域内のボランティア活動従事者に対して、ボランティア保険の保険料及び活動に必要な

消耗品等を支援した。 

 ５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

地区社協にボランティアセンターが併設されているが、母体が異なるボランティアも多く 

存在する。その中には、保険に入っていない人も多くあることから、地区社協との連携を深

め、保険加入を進めるとともに各ボランティアをボランティアセンターへ統合することを目

指す。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

ボランティア登録者は 115名であった。支援を行うことにより、高齢者等を対象とする。

各種サロンの運営や小学生、中学生の学習支援、草刈り等の困りごと支援など、ボランティ

ア希望者の活動の幅を広げることができ、地区の日常生活における様々な課題解決を図る仕

組みの形成につながった。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用した事業 

１ 事業名 敬老祝賀会の充実 (14)事業中(11)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑹ 地域の高齢者、障害者等への支援に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和７年９月１４日 

⑵ 実施場所  あさひが丘コープビル３階大ホール 

⑶ 参加者数   ３１２ 人 

⑷ 主催団体  団体名  あさひが丘地区社会福祉協議会  

３ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

 76歳以上の高齢者を対象に、敬老祝賀会を行った。祝賀会では、地域の神楽団や公民館で

サークル活動を行っている太鼓や踊りのグループに出演してもらい、参加者は公演を楽しみ

ながら会食を行った。 

 

 
４ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

高齢者同士のつながりを深めるとともに地域を挙げて祝賀会を行うことでコミュニティ 

の活性化を促す。今回、会員以外にも案内をすることにより、地域全体のつながりを深める。 

地域で活動するグループに発表の場を提供する。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

多くの参加者があり大盛況であったため、高齢者の交流が深まった。地域で活動するグル 

ープの発表の場も提供することができ、地域全体の活性化に寄与した。 

 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 あさひが丘団地入居開始 50 周年記念行事の実施 (14)事業中(12)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和７年４月１日～令和８年３月３１日 

⑵ 実施場所  あさひが丘地区内全域 

⑶ 参加者数   ２，０００ 人 

⑷ 主催団体  団体名  あさひが丘地団地入居開始 50周年行事実行委員会  

（あさひが丘連合自治会）  

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

横断幕の掲出や写真展の開催など年間を通して 50 周年記念の機運を高めるとともに、12

月 6日に式典等の記念行事を実施した。 

 ５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

あさひが丘団地が入居を開始して 50年の節目となる年であり、記念行事を行うことによ 

って、住民同士のつながりや世代間の交流を深め、持続可能な団地づくりを目指す。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

年間を通して機運を高めることで、12月 6日の式典では、ステージ発表、フードコートに 

多くの人の参加があった。マスコミ等でも報道され、あさひが丘団地の現状や課題について

考える機会の創出となった。住民同士のつながりを深める場となり、持続可能な団地づくり

へ向けて取り組みを始めるきっかけを形成することができた。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用した事業 

１ 事業名 子育て支援事業 (14)事業中(13)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑸ 地域のこども及び子育て世帯への支援に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和７年４月１日～令和８年３月３１日 

⑵ 実施場所  あさひが丘地区内全域 

⑶ 参加者数   ３０ 人 

⑷ 主催団体  団体名  あさひが丘地区地域運営委員会  

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

未就学児、小学生、中学生それぞれに対する子育て支援策を立案し可能なものから実施し

た。 

 

 
５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

あさひが丘地域はおよそ 50年前にできた団地であり、住民の高齢化が著しい。持続可能 

な地域となるためには、若い世代の転入が欠かせない。そのため、若い世代への子育て支援

の方策を考えていく必要がある。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

小学校、中学校の授業への支援を行った。また、小学生対象の「夏休み学習会」を行った 

ところ 30名の参加があり、小学校から夏休みの課題の未提出者が減ったとの報告を受けた。 

子育て支援により、若い世代にとって魅力ある団地の形成につながり、地域コミュニティ

の活性化が期待される成果となった。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用した事業 

１ 事業名 地域情報共有化推進事業 (14)事業中(14)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⒁ ⑴～⒀に掲げる活動の地域内外への情報の発信に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和８年３月下旬～ 

⑵ 実施場所  あさひが丘地区内全域 

⑶ 参加者数   ０ 人 

⑷ 主催団体  団体名  あさひが丘地区地域運営委員会  

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

住民に地域内の情報を提供する新たな情報発信の手段として、デジタルサイネージを導入

し、地域内のスーパーマーケット内に設置するとともに、SNS による双方向の情報伝達を構

築した。 

 

 

 

 

 

 

５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

現在、情報提供の手段として、新聞折り込み、ホームページ、回覧板などを用いているが、 

新聞をとらない世帯、ホームページを見ない高齢者、自治会からの退会によって回覧板を見

ない世帯が増えている。このため、新たな情報発信の手段として、デジタルサイネージを導

入し、地域内のスーパーマーケット内に設置するとともに、SNS による双方向の情報伝達を

構築することで、幅広い年齢層の住民に対して地域活動等の情報発信が可能になる。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

デジタルサイネージを購入し、現在、地元スーパーと設置に係る契約書を作成するととも 

に、併せて提示するコンテンツの開発を進めている。次年度から、幅広い年齢層に住民に対

して効果的な情報発信を行うための準備を整えることができた。 

 

 

 

３ 自主財源で実施する事業 

  特になし 

 

 


